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寛
永
以
来
鎖
国
政
策
に
よ
っ
て
、
長
崎
に
お
い
て
外
国
問
題
を

処
理
し
て
来
た
我
が
国
は
、
元
文
・
寛
政
・
文
化
年
間
以
来
の
露

国
の
南
下
（
１
）
と
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
勢
力
の
東
進
（
２
）
の
前
に
沿
岸
警

備
の
必
要
性
を
生
じ
た
。
並
に
文
化
四
・
五
年
の
房
相
台
場
取
立

箇
所
の
見
分
と
な
り
、
（
３
）
江
戸
湾
防
備
に
着
手
し
た
。

外
国
船
に
対
す
る
江
戸
湾
防
備
の
最
初
の
任
は
、
寛
政
年
間
、

そ
の
必
要
性
を
唱
え
、
且
つ
積
極
的
で
あ
っ
た
白
河
藩
主
松
平
定

信
（
４
）
に
加
え
、
会
津
藩
主
松
平
金
之
助
に
命
じ
た
。
両
蒋
に
妓

初
の
任
が
命
ぜ
ら
れ
た
経
緯
の
究
明
も
必
要
で
あ
る
が
、
最
初
の

防
備
担
当
落
と
し
て
、
以
後
の
防
備
担
当
藩
に
及
ぼ
す
影
響
も
極

め
て
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
考
す
る
。
並
に
会
津
藩
の
相
州

に
お
け
る
江
戸
湾
防
備
に
つ
い
て
、
そ
の
施
設
・
人
員
、
駐
留
者

の
要
務
、
駐
留
者
の
生
計
、
領
分
の
移
動
な
ど
に
つ
い
て
探
っ
て

化
政
期
に
お
け
る
会
津
藩
の
江
戸
湾
防
備
（
高
橋
）

は
じ
め
に

化
政
期
に
お
け
る
会
津
藩
の
江
戸
湾
防
備一
、
相
州
の
施
設
・
人
員
等

文
化
七
年
二
月
、
幕
府
は
、
会
津
藩
主
松
平
金
之
助
名
代
保
科

能
登
守
に
対
し
、
外
国
船
来
航
に
備
え
、
相
州
浦
賀
海
辺
に
台
場

を
築
き
、
防
備
に
当
る
よ
う
命
じ
た
。
（
５
）
同
時
に
、
右
の
防
備

に
都
合
の
よ
い
場
所
に
お
い
て
領
分
の
引
替
の
あ
る
旨
の
仰
左
下

し
た
。
（
６
）
幕
府
は
、
文
化
七
年
四
月
、
吟
味
役
篠
山
十
兵
、
御

勘
定
守
屋
権
之
丞
、
御
勘
定
吟
味
方
改
役
並
飯
田
庫
三
郎
の
三
名

に
対
し
、
各
々
金
三
枚
、
二
枚
、
十
五
枚
を
渡
し
、
浦
賀
並
び
に

安
房
・
上
総
（
７
）
へ
の
出
張
を
命
じ
た
。
一
一
一
名
は
、
同
年
六
月
一

日
帰
府
し
た
。
（
８
）
こ
の
時
の
要
件
に
就
い
て
は
明
か
で
な
い
が
、

出
張
者
の
職
名
よ
り
推
考
す
る
と
、
防
備
に
伴
う
領
地
替
に
関
係

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

命
を
受
け
た
会
津
藩
は
、
文
化
八
年
（
９
）
よ
り
相
州
の
三
崎
北

ふ
た
い
。

高
橋
令
治
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条
山
、
浦
賀
平
板
山
、
観
音
崎
（
型
に
陣
屋
を
築
い
て
駐
留
者
を

配
し
、
同
時
に
浦
賀
平
根
山
、
観
音
崎
、
城
ヶ
鴫
の
安
房
崎
に
台

場
を
築
き
、
Ⅱ
）
防
備
に
着
い
た
。
各
所
の
施
設
は
、
大
体
次
の
通

り
で
あ
る
。
観
音
崎
に
は
、
山
上
に
船
見
番
所
を
設
け
、
大
筒
五

挺
を
備
え
、
傍
に
八
千
百
十
坪
余
の
陣
屋
を
建
て
た
。
浦
賀
平
根

山
に
は
八
山
頂
に
船
見
番
所
を
設
け
、
大
筒
六
挺
を
備
え
、
陣
屋

と
焔
硝
蔵
を
築
い
た
。
安
房
崎
の
台
場
に
は
、
大
筒
を
備
え
、
遠

見
番
所
を
置
い
た
（
型
が
、
そ
の
装
備
さ
れ
た
内
容
は
明
確
で
な

い
。
文
政
三
年
十
一
一
月
、
会
津
蕪
が
相
州
の
防
備
を
解
任
さ
れ
、

翌
年
五
月
、
筑
紫
佐
渡
守
が
安
房
崎
台
場
を
引
取
り
、
同
年
八
月
、

平
根
山
と
観
音
崎
へ
配
置
替
の
た
め
士
崎
覚
十
郎
が
廻
漕
し
て
き

た
。
そ
の
時
の
大
筒
が
三
門
、
狼
烟
が
一
門
で
あ
っ
た
。
（
田
）
会

津
藩
は
解
任
と
同
時
に
装
備
の
一
切
を
幕
府
に
引
継
（
ど
い
た
か

ら
、
安
房
崎
の
装
備
は
、
先
に
記
し
た
都
合
四
門
で
あ
っ
た
ろ

う
。
し
か
し
右
に
述
べ
た
三
ケ
所
の
大
筒
の
門
数
に
つ
い
て
、
川

越
藩
の
記
録
（
嘔
）
は
異
な
っ
て
い
る
。
川
越
藩
は
、
文
政
三
年
十

二
月
、
会
津
藩
の
解
任
後
、
相
州
防
備
の
分
担
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

翌
年
正
月
十
三
日
、
川
越
藩
は
、
亀
岡
隼
太
、
布
沢
伝
之
助
の
両

忍
を
相
州
に
派
遣
し
、
会
津
藩
の
防
備
を
探
ら
せ
た
。
右
両
忍
の

報
告
が
、
正
月
二
十
九
日
の
条
に
一
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ

る
と
、
各
台
場
に
は
大
筒
三
挺
ず
つ
が
装
備
さ
れ
て
い
た
。
（
超
）

幕
府
は
、
会
津
藩
の
防
備
を
解
任
す
る
と
同
時
に
、
砲
台
・
大
筒

法
政
史
学
第
一
五
号

を
そ
の
ま
ま
残
す
故
を
以
っ
て
会
津
藩
に
対
し
て
金
一
万
両
を
賜

っ
て
い
る
。
（
Ⅳ
）
従
っ
て
防
備
解
任
と
同
時
に
装
備
を
国
元
へ
移

動
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
た
か
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
安
房
崎
台

場
に
つ
い
て
は
、
文
政
四
年
、
士
崎
覚
十
郎
が
廻
漕
し
た
時
の
大

筒
が
三
門
で
あ
り
、
川
越
藩
の
忍
の
報
告
と
一
致
す
る
。
故
に
既

に
述
べ
た
処
の
門
数
の
相
違
は
、
文
化
八
年
よ
り
文
政
三
年
の
間

に
装
備
を
逐
次
縮
少
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

右
に
述
べ
た
各
地
に
、
何
人
の
士
卒
が
駐
留
し
て
防
備
に
従
事

し
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
変
動
に
つ
い
て
は
会
津
藤
当
局
の
史
料

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
川
越
藩
の
一
記
録
（
翌
に
よ
っ
て
、

ほ
ぼ
そ
の
人
員
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
観
音
崎
陣
屋
の
人
員
は

隊
長
以
下
甲
士
ま
で
役
々
の
者
が
四
十
人
、
足
軽
百
六
十
人
余
が

正
規
の
人
員
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
文
政
三
年
の
解
任

の
こ
ろ
は
、
隊
長
二
人
、
物
頭
二
人
、
申
士
十
人
余
、
郡
奉
行
一

人
、
代
官
一
人
、
目
付
、
軍
士
、
船
奉
行
、
足
軽
六
十
人
余
、
そ

の
ほ
か
に
医
師
、
諸
職
人
、
小
者
、
厩
付
、
牢
番
等
の
者
を
以
っ

て
任
務
に
当
っ
て
い
た
。
憲
数
が
四
百
幹
余
あ
る
が
、
文
政
四
年

正
月
当
時
は
半
数
が
空
家
で
あ
っ
た
。
遠
隔
の
地
、
東
北
よ
り
相

州
に
赴
い
て
防
備
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
家
族

を
同
伴
⑲
）
し
て
来
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
同
伴
し
な
い
ま
で
も

各
人
ご
と
に
部
屋
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
竈
数

は
即
ち
世
帯
数
と
考
え
ら
れ
る
。
｜
竈
数
に
対
し
て
最
低
一
人
の

四
一オー

ノ、
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二
、
相
州
駐
留
者
の
要
務
と
領
民
の
生
活

駐
留
者
の
日
常
の
業
務
の
第
一
は
、
先
に
述
ぺ
た
各
台
場
へ
の

交
代
勤
務
で
あ
る
。
即
ち
各
々
の
場
所
へ
甲
士
三
人
、
足
軽
四
・

五
人
、
小
者
等
ａ
）
が
出
張
し
、
防
備
し
た
。
非
常
事
態
に
備
え

て
の
戦
闘
訓
練
も
又
重
要
で
あ
っ
た
。
船
打
ち
の
訓
練
は
、
三
月

よ
り
九
月
の
間
、
（
空
毎
月
定
例
に
実
施
し
た
。
観
音
崎
駐
留
者

は
毎
月
十
五
日
を
訓
練
日
と
し
、
砲
術
は
猿
島
を
目
標
と
し
て
お

こ
な
っ
た
。
三
崎
駐
留
者
は
、
毎
月
二
十
日
を
訓
練
日
と
し
、
城

ケ
島
よ
り
宮
川
村
の
堂
ケ
鴫
を
目
標
と
し
て
お
こ
な
っ
た
。
（
空
右

に
述
べ
た
船
打
ち
の
ほ
か
、
駐
留
者
の
士
気
昂
揚
を
は
か
る
た
め
、

武
装
し
て
行
進
の
訓
練
、
弓
、
鉄
砲
、
馬
術
の
訓
練
ａ
）
を
お
こ

な
っ
た
。
こ
れ
等
は
、
外
国
船
防
備
を
目
的
と
す
る
駐
留
者
に
と

化
政
期
に
お
け
る
会
津
藩
の
江
戸
湾
防
備
（
高
橋
）

勤
番
者
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
観
音
崎
に
駐
留
し
て
い

た
人
員
は
、
通
常
の
場
合
は
隊
長
以
下
甲
士
ま
で
役
々
の
者
と
足

軽
で
二
百
人
余
、
そ
の
ほ
か
各
種
の
係
の
者
を
含
め
、
総
数
四
百

人
余
で
あ
っ
た
ろ
う
。
平
根
山
へ
は
観
音
崎
よ
り
通
勤
し
て
い
た
。

三
崎
陣
屋
に
は
、
隊
長
一
名
、
物
頭
一
名
、
甲
士
五
・
六
名
、
足

軽
三
十
人
余
が
駐
留
し
て
い
た
。
（
別
）
観
音
崎
陣
屋
の
場
合
と
同

様
、
解
任
の
頃
は
残
務
の
た
め
に
残
っ
て
い
る
人
員
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
、
通
常
は
右
に
記
し
た
数
を
越
え
る
人
員
を
以
っ
て
防
備

に
従
事
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

っ
て
不
可
欠
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

会
津
藩
は
、
防
備
の
た
め
に
、
相
州
に
領
地
を
得
た
。
そ
こ
を

根
拠
地
と
し
て
の
防
備
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
相
州
領
分
の
支
配
も

同
時
に
駐
留
者
の
任
務
で
あ
っ
た
。
支
配
事
務
は
観
音
崎
陣
屋
に

お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
支
配
の
主
な
内
容
は
、
第
一
に
外
国
船
来

航
の
非
常
事
態
を
想
定
し
、
防
備
が
円
滑
に
お
こ
な
わ
れ
る
た
め

の
支
配
で
あ
る
。
外
国
船
の
防
備
は
必
然
的
に
海
上
に
な
る
。
海
上

に
於
け
る
防
備
で
あ
る
か
ら
船
舶
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
会

津
藩
は
、
防
備
に
必
要
な
船
舶
の
一
切
を
相
州
領
民
の
所
有
に
依

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
又
そ
の
船
舶
に
要
す
る
水
主
孟
）

も
領
民
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
陸
上
に
お
い
て
も
。

非
常
の
際
は
武
器
・
弾
薬
・
兵
綴
等
、
物
資
の
輸
送
が
増
す
。
従

っ
て
、
浦
方
の
領
民
の
徴
収
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
在
方
村
☆
の
領

民
の
労
働
力
も
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
会
津
藩
に

於
い
て
は
、
相
州
領
の
十
五
才
よ
り
六
十
才
迄
の
者
を
全
員
徴
収

し
、
分
）
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
非
常
の
際
に
、
右
に
述

ぺ
た
船
舶
・
水
主
・
人
夫
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
は
防
備
に
大
な
る

支
障
と
な
る
。
従
っ
て
そ
の
支
障
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、

領
民
の
掌
握
に
意
を
注
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
史
料
（
皿
）
に
ふ

え
る
、
水
主
の
一
部
に
帯
刀
御
免
の
特
権
を
与
え
た
こ
と
は
、
領

民
の
上
層
部
を
支
配
者
側
に
吸
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
領
民
を
刺

戟
す
る
こ
と
な
く
掌
握
せ
ん
と
し
た
あ
ら
わ
れ
と
思
考
す
る
。

一
四
七
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会
津
藩
が
Ｐ
文
政
三
年
十
一
一
月
、
相
州
の
防
備
を
解
任
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
文
化
十
四
年
、
文
政
元
年
の
再
度
に
わ
た
っ
て
英
国

船
が
入
津
し
た
。
此
の
際
相
州
に
お
い
て
如
何
な
る
防
備
を
お
こ

な
い
、
そ
の
た
め
に
相
州
領
民
を
ど
の
様
に
し
て
、
如
何
程
の
人

夫
。
水
主
・
船
舶
を
徴
収
し
、
い
か
程
の
手
当
を
支
給
し
た
か
は

不
明
で
あ
る
。
史
料
（
肥
）
に
よ
れ
ば
、
徴
収
の
あ
っ
た
場
合
に
限

り
、
某
の
手
当
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
会
津
藩
の

後
任
と
し
て
、
相
州
に
於
い
て
防
備
を
お
こ
な
っ
た
川
越
藩
は
、

文
政
五
年
五
月
、
英
国
船
サ
ラ
セ
ン
号
の
防
備
に
際
し
、
多
数
の

水
主
・
船
舶
を
徴
収
し
て
使
用
し
た
。
し
か
し
そ
の
時
に
水
主
・

船
舶
に
対
し
て
与
え
た
手
当
は
著
し
く
僅
少
壷
）
で
あ
っ
た
。
他

藩
の
例
を
以
っ
て
推
論
す
る
こ
と
は
危
険
の
存
す
る
こ
と
で
あ
る

が
、
会
津
藩
の
場
合
も
川
越
藩
に
類
し
て
い
た
と
思
考
す
る
。

領
分
よ
り
の
年
貢
の
徴
収
も
駐
留
者
の
任
務
で
あ
っ
た
。
川
越

藩
の
忍
の
者
の
報
告
（
空
に
よ
る
と
、
枡
の
計
量
方
法
が
非
常
に

特
殊
で
あ
る
。
年
貢
米
を
枡
に
入
れ
、
斗
か
き
を
以
っ
て
枡
を
三

回
打
ち
、
米
の
沈
下
し
た
量
を
追
加
し
て
徴
収
し
た
。
米
質
の
吟

味
も
厳
格
で
、
籾
摺
の
不
良
な
年
貢
米
は
、
そ
の
米
主
と
村
役
人

を
郷
方
役
人
の
前
に
呼
び
出
し
、
摺
直
し
を
命
じ
た
。
年
貢
米
の

つ
く
り
方
に
つ
い
て
は
、
「
天
人
組
帳
前
書
」
（
型
な
ど
に
「
…

入
念
あ
ら
お
れ
、
小
米
、
青
米
、
死
米
、
塵
芥
杯
無
之
様
栫
立
可
申
侯

…
…
。
」
な
ど
と
、
詳
細
に
一
記
し
て
あ
る
か
ら
、
籾
摺
の
不
良
な
年

法
政
史
学
第
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貢
米
の
摺
直
し
は
特
に
珍
し
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
し
斗
が

ぎ
を
以
っ
て
三
度
打
つ
が
如
き
枡
の
計
量
法
は
、
珍
し
い
と
言
う

ほ
か
あ
る
ま
い
。
右
の
計
量
法
に
順
じ
、
千
葉
県
安
房
郡
長
狭
町

に
お
い
て
永
年
農
業
を
経
営
す
る
筆
者
父
高
橋
小
一
に
計
量
を
依

頼
し
た
。
八
十
匁
の
斗
が
ぎ
に
代
え
、
八
十
匁
の
打
棒
に
て
斗
枡

を
梢
々
強
く
打
っ
た
時
、
新
に
入
る
積
が
二
合
強
と
な
っ
た
。
従
っ

て
会
津
藩
治
下
の
相
州
の
農
民
は
、
｜
俵
に
つ
き
特
殊
な
計
量
法

の
た
め
八
合
近
い
負
担
を
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

右
の
年
貢
米
の
徴
収
方
法
が
事
実
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

会
津
蕪
の
徴
収
方
法
の
特
異
性
か
、
叉
は
防
備
上
の
領
地
な
る
が

故
の
特
殊
な
扱
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
使
用
し
た
史

料
が
、
川
越
藩
の
記
録
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

即
ち
会
津
藩
に
対
し
、
川
越
藩
が
何
等
か
の
関
係
を
有
し
て
い
な

か
っ
た
か
。
あ
る
い
は
相
州
に
お
い
て
対
岸
房
総
に
於
け
る
白
川

蕪
の
善
政
（
皿
）
が
風
聞
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
相
州
領
民
が

会
津
蕪
の
支
配
を
嫌
い
、
故
意
に
誇
張
し
て
語
る
と
こ
ろ
を
そ
の

ま
ま
川
越
藩
の
忍
の
者
が
報
告
し
て
い
な
い
か
な
ど
で
あ
る
。
従

っ
て
先
に
述
べ
た
会
津
藤
の
徴
収
方
法
が
総
で
あ
る
と
断
定
は
で

き
な
い
が
、
無
根
で
毛
な
か
っ
た
ろ
う
。

厳
し
い
徴
収
に
よ
っ
て
、
相
州
に
お
い
て
、
如
何
程
の
年
貢
の

徴
収
が
で
き
た
か
と
言
う
と
、
米
一
万
七
・
八
千
俵
、
小
物
成
。

浜
運
上
等
が
金
一
一
一
千
両
（
聖
と
い
わ
れ
る
。
米
一
万
七
・
八
千
俵

一
四
八

Hosei University Repository



が
事
実
か
否
か
を
逆
算
す
る
と
、
一
万
八
千
俵
と
仮
定
し
、
四
斗

二
升
入
り
（
羽
）
と
す
る
と
、
七
五
六
○
石
に
な
る
。
相
州
領
は
一
一
一

万
石
余
（
翌
の
領
地
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
五
公
五
民
、
五
合
摺
と

す
る
と
、
七
五
○
○
石
と
な
り
、
相
州
領
で
の
徴
収
高
と
大
体
近

い
。
従
っ
て
、
会
津
藩
は
、
相
州
に
お
い
て
、
一
万
七
八
千
俵
の

年
貢
を
取
立
て
て
い
た
と
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
取
立
て
た
年
貢

米
は
、
相
州
に
貯
蔵
し
、
軍
用
米
・
駐
留
者
の
扶
持
米
（
理
に
使

用
し
た
。

公
事
出
入
の
処
理
も
駐
留
者
の
任
務
で
あ
っ
た
。
会
津
藩
の
刑

は
厳
し
か
っ
た
。
会
津
蕪
の
相
州
領
は
、
元
来
川
越
藩
が
有
し
て

い
た
。
そ
の
領
有
す
る
数
十
年
の
間
に
死
刑
が
二
回
程
あ
っ
た
の

に
対
し
、
会
津
藩
は
十
年
余
に
二
十
余
人
に
対
し
て
死
刑
を
執
行

し
た
。
追
放
刑
に
対
し
て
は
、
馴
刑
を
加
え
た
。
（
蓮

江
戸
時
代
は
、
幕
府
法
度
に
従
い
、
各
藩
に
対
し
自
分
仕
置
が

認
め
ら
れ
て
い
た
。
弱
）
幕
府
は
、
死
刑
・
追
放
・
入
墨
な
ど
の

刑
を
執
行
し
た
。
従
っ
て
、
会
津
藩
に
お
い
て
も
そ
れ
等
が
執
行

さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
化
政
期
に
、
な
お
則
刑
が

執
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
一
考
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
自
分
仕
置
が

認
め
ら
れ
て
い
た
と
は
言
え
、
そ
れ
は
幕
府
法
度
に
順
ず
る
こ
と

に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
幕
府
は
、
享
保
五
年
以
後
、
刑
・
剛
・
手

指
切
断
の
刑
に
代
え
、
入
墨
刑
を
執
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
理
従

っ
て
、
化
政
期
に
は
、
既
に
諸
藩
は
そ
れ
に
従
っ
て
い
た
と
考
え

化
政
期
に
お
け
る
会
津
藩
の
江
戸
湾
防
備
（
高
橋
）

三
、
相
川
駐
留
者
の
生
計

相
州
駐
留
者
は
、
相
州
に
お
い
て
禄
米
を
得
、
生
計
を
た
て
て

い
た
。
禄
米
は
、
四
期
に
分
割
し
て
支
給
さ
れ
た
。
出
費
の
頑
む

暮
の
支
給
は
、
十
両
に
つ
き
六
十
俵
替
の
相
場
、
）
で
与
え
ら
れ

て
い
た
。
会
津
藩
が
防
備
に
つ
い
た
文
化
七
年
よ
り
文
政
三
年
の

間
の
幕
の
御
張
紙
値
段
の
平
均
は
、
一
一
一
十
三
両
強
へ
蛇
）
で
あ
る
か

ら
、
十
両
に
つ
き
三
十
一
俵
程
の
相
場
と
な
る
。
従
っ
て
、
会
津

藩
の
相
州
駐
留
者
は
、
幕
府
旗
本
等
の
半
額
の
換
算
率
を
以
っ
て

換
金
支
給
さ
れ
て
い
た
。
相
州
駐
留
者
の
生
計
は
苦
し
か
っ
た
と

一
四
九

ら
れ
る
。
し
か
る
に
会
津
藩
が
な
お
剛
刑
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ

と
は
、
会
津
藩
の
保
守
性
の
表
れ
か
、
叉
は
相
州
領
民
に
対
す
る

特
殊
な
扱
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。

入
墨
の
刑
は
、
主
に
盗
犯
に
科
せ
ら
れ
た
（
聖
と
い
わ
れ
て
い

る
。
入
墨
刑
は
則
刑
に
代
っ
た
刑
で
あ
る
か
ら
、
則
刑
も
盗
犯
に

科
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
こ
の
解
釈
が

許
さ
れ
る
な
ら
、
会
津
藩
治
下
の
相
州
に
お
い
て
は
、
「
…
…
追

放
等
（
年
々
数
多
御
座
候
由
、
入
墨
之
場
、
鼻
を
そ
き
追
放
：
．
。
」

、
と
あ
る
か
ら
、
盗
犯
が
年
☆
増
加
の
傾
向
に
あ
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
領
民
が
こ
の
様
な
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
原

因
が
彼
等
の
生
活
の
貧
困
、
即
ち
既
に
述
べ
た
苛
酷
な
租
税
徴
収

に
あ
っ
た
と
言
っ
て
屯
過
一
一
一
一
口
で
な
い
だ
ろ
う
。
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考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
文
政
三
年
十
月
よ
り
は
、
宛
行
扶
持
と
な

り
、
困
窮
状
態
は
著
し
く
、
防
備
以
外
の
陣
屋
に
於
け
る
執
務
は

滞
り
勝
で
あ
っ
た
。
文
政
四
年
正
月
に
は
、
陣
屋
に
於
い
て
上
下

も
着
用
し
な
い
状
態
（
色
で
あ
っ
た
。

駐
留
者
の
こ
の
よ
う
な
生
活
の
窮
乏
は
、
領
民
に
影
響
を
与
え

ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
駐
留
者
は
、
領
民
よ
り
日
用
品
を
買
掛

け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
収
入
の
減
少
の
た
め
に
、
そ
の
支
払
が

困
難
（
“
で
あ
っ
た
。

文
政
三
年
十
月
に
至
り
、
何
故
に
宛
行
扶
持
と
た
っ
た
で
あ
ろ

う
か
。
二
因
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
は
、
藩
自
体
の
財
政
の
動

揺
で
あ
る
。
そ
の
一
一
は
、
文
政
一
一
一
年
十
二
月
一
一
十
八
日
の
防
備
解

任
の
見
通
し
が
、
既
に
十
月
に
藩
当
局
に
立
ち
、
そ
の
た
め
に
宛

行
扶
持
と
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
連
鎖
反
応
と
し
て
、
防
備

の
承
勤
め
、
間
接
要
務
で
あ
る
領
地
支
配
な
ど
放
置
し
、
陣
屋
内

の
綱
紀
も
素
乱
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
賀
掛
け

の
未
払
や
遅
延
は
、
解
任
と
関
係
は
な
い
。
少
な
く
と
も
格
式
・

身
分
の
尊
重
さ
れ
る
武
士
社
会
で
あ
る
か
ら
、
藩
自
体
に
経
済
力

が
あ
る
な
ら
ば
、
解
任
と
な
っ
た
文
政
四
年
正
月
な
ど
に
、
敢
え

て
汚
点
を
残
す
が
如
き
困
窮
生
活
を
相
州
駐
留
者
に
さ
せ
な
い
は

ず
で
あ
る
。
弦
に
同
時
に
防
備
の
命
を
受
け
、
対
岸
房
総
に
於
い

て
防
備
の
任
に
あ
る
白
河
藩
に
先
だ
っ
て
解
任
を
出
願
届
）
し
た

原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

四
、
防
備
に
伴
う
領
分
の
移
動

既
に
寸
言
し
た
様
に
、
会
津
藩
は
、
相
州
を
領
有
し
、
そ
こ
を

基
地
と
し
て
江
戸
湾
頭
に
お
い
て
防
備
を
担
当
し
た
。
石
高
は
都

合
三
万
石
余
（
“
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
村
名
は
明
か
に
な
し
得
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
会
津
蕪
が
今
回
得
た
相
州
領
の
中
、
約
一
万

五
千
石
は
、
そ
れ
以
前
川
越
藩
の
領
有
で
あ
っ
た
。
（
包
川
越
藩
は

兼
々
領
地
の
点
在
に
苫
し
ゑ
、
幕
府
に
対
し
武
州
内
に
お
い
て
領

地
を
得
た
い
旨
を
願
っ
て
い
た
。
松
平
大
和
守
斉
典
の
時
の
文
政

四
年
正
月
二
十
七
日
の
記
録
（
蛆
）
に
、
養
父
の
時
、
相
州
領
を
上
知

し
、
川
越
城
下
に
於
い
て
代
知
を
得
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
斉

典
の
養
父
は
、
松
平
大
和
守
直
温
で
あ
り
、
文
化
七
年
よ
り
同
十
三

年
迄
の
藩
主
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
川
越
藩
の
相
州
上
知
が
、
文
化

七
年
よ
り
の
会
津
藩
の
相
州
防
備
に
伴
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
そ
の
結
果
、
川
越
藩
は
年
来
の
希
望
を
達
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
他
方
会
津
蕪
は
、
新
に
三
万
石
余
の
新
領
地
を
相
州
に
お

い
て
領
有
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
封
内
に
於
い
て
三
万
石
余
の
領

地
を
上
知
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
会
津
藩
は
、
陸
奥

国
河
沼
郡
、
越
後
国
蒲
原
郡
に
於
い
て
三
万
石
余
を
上
知
し
、
同

時
に
預
地
に
変
更
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
防
備
解
任

の
時
は
、
直
に
相
州
の
三
万
石
余
を
返
納
し
、
預
地
と
な
っ
て
い

る
河
沼
・
蒲
原
両
郡
を
旧
来
の
如
く
領
有
で
き
る
可
能
性
を
持
つ

一
五
○
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た
こ
と
に
な
る
。
会
津
藩
に
と
っ
て
は
、
相
州
の
新
領
分
は
防
備

の
都
合
上
の
も
の
で
あ
り
、
何
等
の
愛
着
も
有
し
な
い
土
地
で
あ

る
。
蚊
に
前
述
し
た
如
き
苛
政
屯
敢
て
辞
さ
な
か
っ
た
一
因
が
存

在
す
る
の
で
は
な
い
か
。

文
政
三
年
十
一
一
月
一
一
十
八
日
、
内
願
が
聞
き
届
け
ら
れ
、
防
備

解
任
と
な
っ
た
。
（
卯
）
幕
府
は
功
を
賞
し
、
時
服
三
十
領
を
賜
り
、

ａ
）
砲
台
・
大
筒
等
を
そ
の
ま
ま
残
す
故
を
以
っ
て
金
一
万
両

宛
）
を
賜
っ
た
。
同
時
に
防
備
の
必
要
上
か
ら
会
津
藩
が
有
し
て

い
た
相
州
三
万
石
余
は
上
知
し
、
預
地
と
な
っ
て
い
た
河
沼
・
蒲

原
一
一
郡
左
旧
に
復
し
て
領
有
し
た
。
（
堅

文
政
三
年
十
一
一
月
以
後
、
相
州
は
松
平
大
和
守
、
大
久
保
加
賀

守
、
浦
賀
奉
行
に
て
分
担
防
備
盆
）
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
松
平

大
和
守
は
『
会
津
藩
同
様
相
州
に
お
い
て
新
に
領
地
一
万
五
千
百

石
を
得
、
命
）
防
備
に
従
事
し
た
。
上
知
は
武
州
内
に
於
い
て
な

さ
れ
た
。
藩
当
局
・
領
民
の
嘆
願
品
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
終
に

預
地
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
（
ご
会
津
藩
と
同
時
に
、
房
総
に
於

い
て
防
備
に
つ
い
た
白
河
藩
、
及
び
弘
化
四
年
相
州
に
於
い
て
防

備
に
つ
い
た
彦
根
藩
に
対
し
て
は
、
上
知
分
が
旧
領
主
の
預
地
（
窪

預
地
に
つ
い
て
、
渡
辺
清
助
氏
は
、
会
津
藩
の
化
政
期
の
防
備

の
場
合
も
と
り
あ
げ
て
論
じ
て
い
る
。
弱
）
氏
の
論
は
、
次
の
五

点
に
要
約
さ
れ
よ
う
。
日
、
海
防
に
よ
る
藩
の
負
担
を
補
う
た
め

化
政
期
に
お
け
る
会
津
藩
の
江
戸
湾
防
備
（
高
橋
）

と
な
っ
た
。

に
、
割
替
の
方
法
を
と
ら
ず
、
加
増
の
形
式
と
し
、
加
増
に
よ
る

家
格
問
題
の
生
起
が
幕
藩
体
制
に
由
☆
し
き
問
題
を
提
起
す
る
こ

と
を
防
止
す
る
。
。
、
海
防
に
よ
る
負
担
は
、
｜
時
的
性
格
の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
所
領
の
割
替
の
手
間
を
省
く
。
。
、
上
知
を
預

地
と
し
て
旧
来
通
り
支
配
し
、
支
配
者
の
交
替
に
よ
る
支
配
内
容

の
変
化
か
ら
お
こ
る
被
支
配
者
の
不
安
防
止
。
口
、
幕
・
藩
領
の

支
配
の
相
違
を
防
ぎ
、
幕
領
と
の
係
争
問
題
を
ス
ム
ー
ス
に
解
決

し
、
藩
の
地
方
支
配
の
強
化
の
維
持
。
田
、
藩
の
支
配
領
域
が
旧

来
通
り
維
持
で
き
る
特
典
、
即
ち
支
配
領
域
の
拡
大
を
意
味
す

る
。㈲
・
口
・
国
の
氏
の
考
え
に
つ
い
て
は
賛
成
で
き
る
が
、
前
）
日

．
。
の
氏
の
考
え
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
賛
成
で
き
な
い
。
（
ｇ

既
に
述
べ
た
如
く
、
会
津
藩
の
後
任
を
承
っ
た
川
越
藩
に
対
し
て

は
、
三
家
分
担
と
防
備
地
へ
の
遠
近
差
の
条
件
を
除
け
ば
、
相
州

に
於
け
る
海
防
と
い
う
全
く
同
一
条
件
に
あ
り
な
が
ら
、
終
に
預

地
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
海
防
に
纒
る
預
地
に
つ
い
て
は
、
渡
辺

氏
の
日
○
の
考
え
方
の
ほ
か
に
、
藩
と
幕
府
の
間
の
微
妙
な
関
係

に
よ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

結
び

会
津
藩
の
相
州
に
於
け
る
江
戸
湾
防
備
に
つ
い
て
探
っ
て
き
た

が
、
並
に
拙
稿
の
結
び
に
い
た
っ
た
。

一
五
一
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法
政
史
学
第
一
五
号

装
備
・
人
員
に
つ
い
て
は
、
絶
ず
変
動
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
原
因
は
、
駐
留
者
の
生
計
の
逼
迫
が
蕪
財
政
の
不
健
全

に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
た
如
く
、
装
備
・
人
員
の
縮
小
も
ま
た

同
じ
原
因
に
よ
っ
た
も
の
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
防
備
施
設
の
設

置
場
所
で
あ
る
平
根
山
・
観
音
崎
・
城
ヶ
鴫
は
、
以
後
江
戸
湾
防

備
の
拠
点
と
し
て
幕
末
、
否
、
第
二
次
大
戦
終
末
ま
で
重
要
な
地

点
で
あ
っ
た
。
寛
政
以
来
の
幕
吏
の
巡
検
に
よ
る
と
こ
ろ
も
多
い

で
あ
ろ
う
が
、
初
期
の
防
備
担
当
落
と
し
て
、
そ
の
地
点
の
選
定

を
誤
ら
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

防
備
に
際
し
、
新
に
得
た
相
州
三
万
石
の
支
配
は
、
既
に
述
べ

た
通
り
苛
酷
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
苛
政
は
、
防
備
の
た

め
に
得
た
領
地
、
即
ち
軍
事
基
地
で
あ
っ
た
が
た
め
と
考
え
る
。

外
国
船
防
備
と
言
う
職
務
を
大
過
な
く
遂
行
す
る
こ
と
が
藩
を
安

泰
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
苛
徽
誹
求
の
傾
向
が
存
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
従
っ
て
、
海
防
は
、
そ
の
基
地
と
な
っ
た
領
民
の
犠
牲
の
上

に
立
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
と
言
っ
て
屯
過
一
一
一
一
口
で
は
な
か
ろ
う
。

駐
留
者
の
生
活
は
、
余
裕
が
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
一
般
に

幕
府
諸
藩
の
財
政
は
、
文
化
・
文
政
・
天
保
期
と
益
☆
逼
迫
し
た

と
言
わ
れ
る
が
、
駐
留
者
が
受
け
る
扶
持
米
、
及
び
彼
等
の
支
払

の
一
端
よ
り
察
す
れ
ば
、
会
津
藩
の
財
政
も
例
に
も
れ
な
い
と
言

っ
て
屯
過
一
一
一
一
口
で
は
な
か
ろ
う
。
海
防
の
生
起
し
た
当
初
に
、
こ
の

様
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
以
後
の
海
防
が
諸
藩
の
財
政
に
対

し
害
こ
そ
あ
れ
益
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
考
す
る
。

防
備
に
伴
う
領
地
替
の
際
は
、
防
備
に
必
要
な
領
地
を
与
え
ら

れ
る
が
、
上
知
と
な
っ
た
土
地
が
旧
領
主
の
預
地
と
な
る
と
は
言

え
な
い
。
最
初
の
防
備
担
当
藩
に
与
え
ら
れ
た
預
地
の
条
件
が
、

総
て
踏
襲
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。

以
上
極
め
て
限
ら
れ
た
史
料
を
以
っ
て
拙
稿
を
結
ん
だ
。
会
津

藩
と
同
時
に
、
房
総
に
あ
っ
て
江
戸
湾
の
防
備
の
任
に
あ
た
っ
た

白
河
藩
に
つ
い
て
も
探
る
必
要
が
あ
る
が
、
後
日
の
機
会
に
譲
り

た
い
。

註
（
１
）
・
通
航
一
覧
巻
八
、
己
・
蜜
・
望
。

・
増
訂
近
代
日
本
外
国
関
係
史
第
二
章
第
二
節
。

・
史
学
雑
誌
第
二
十
七
巻
六
号
所
収
河
野
常
吉
氏
「
安
永
以
前
松
前
藩

と
露
人
と
の
関
係
。
」

・
日
本
海
防
史
料
叢
書
巻
五
、
Ｐ
世
。

・
通
航
一
覧
巻
七
、
勺
・
◎
、
。
］
Ｒ
ｌ
」
段
。

・
日
本
海
防
史
料
叢
書
巻
一
一
一
、
巳
・
］
田
所
収
「
近
時
海
国
必
読
書
巻
六

西
洋
諸
夷
略
表
。
」

（
２
）
・
歴
史
地
理
五
十
五
の
二
所
収
中
野
礼
四
郎
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
大
陸

封
鎖
令
に
対
抗
せ
る
英
国
政
略
の
我
国
に
及
ぼ
せ
る
影
響
。
」

（
３
）
・
通
航
一
覧
巻
八
、
？
上
］
ｌ
ｆ
ｐ
。

（
４
）
・
通
航
一
覧
巻
七
、
己
・
金
凹
・
金
山
・
土
、
。

・
海
舟
全
集
巻
六
、
ご
・
状
］
ｌ
〕
二
・

・
日
本
海
防
史
料
叢
書
巻
五
、
己
，
旨
の
。
］
田
１
局
『
。

一
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（
５
）
（
６
）
・
通
航
一
覧
巻
八
、
ロ
・
Ｂ
ｍ
ｌ
さ
の
。

・
海
舟
全
集
巻
六
、
己
・
山
塁
。

（
７
）
・
通
航
一
覧
巻
八
、
己
．
＄
ｍ
ｌ
さ
①
会
津
藩
と
同
日
で
白
河
藩
に
対

し
て
も
房
総
防
備
の
命
が
下
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
８
）
・
右
同

ロ
・
】
の
、
ｏ

（
９
）
・
会
津
松
平
家
譜
Ｐ
」
ゴ
に
は
「
文
化
七
年
七
月
砲
轍
を
相
模
国

観
音
崎
及
び
三
崎
に
築
き
、
陣
営
を
作
る
」
と
あ
る
。

（
、
）
・
通
航
一
覧
巻
八
℃
・
台
○
に
は
観
音
崎
は
文
化
九
年
の
築
造
と
あ

る
。

（
、
）
・
右
同

ロ
・
岩
ｏ
ｌ
さ
○
・

（
、
）
・
右
同
．

ご
・
岩
の
１
台
］
。

・
三
浦
古
尋
録
巻
五
。

・
東
京
市
史
稿
港
湾
編
第
二
巻
己
・
合
①
所
収
新
編
相
模
国
風
土
記
。

（
、
）
・
通
航
一
覧
巻
八
、
ロ
ざ
＋
・

（
Ｈ
）
・
東
京
市
史
稿
港
湾
編
第
一
巻
Ｐ
田
《
所
収
接
蕃
年
表
。

・
会
津
松
平
家
譜
▼
岳
］
・

（
お
）
・
川
越
藩
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
川
越
藩
の
相
州
に
於
け
る

江
戸
湾
防
備
」
法
政
史
学
第
十
二
号
参
照
。

（
妬
）
・
文
政
四
年
正
月
二
十
九
日
、
両
忍
の
者
の
報
告
の
条
・

一
、
固
之
ヶ
所
、
鴨
居
村
地
内
観
音
崎
、
西
浦
賀
平
根
並
三
崎
、
右
三

ケ
所
者
索
絵
図
面
差
上
申
侯
、
い
つ
連
も
御
台
場
大
筒
三
挺
と
番
人

甲
士
三
人
、
足
軽
四
・
五
人
、
小
者
等
代
り
番
相
勤
侯
由
、
最
初
ハ

海
上
江
玉
落
見
届
候
船
差
出
し
、
月
毎
大
筒
打
之
処
、
只
今
一
一
而
ハ

邇
遁
一
一
御
座
侯
由
。

化
政
期
に
お
け
る
会
津
藩
の
江
戸
湾
防
備
（
高
橋
）

（
Ⅳ
）
。
（
狸
）
参
照
。

・
外
交
志
稿
巻
十
、
Ｐ
旨
、
。

・
日
本
海
防
史
料
叢
書
巻
三
、
己
．
］
Ｓ
「
近
時
海
国
必
読
書
巻
之
六
、

西
洋
諸
夷
略
表
。

（
喝
）
・
文
政
四
年
正
月
二
十
九
日
両
忍
の
者
の
報
告
の
条
・

一
、
観
音
崎
、
平
日
人
数
之
義
、
隊
長
始
甲
士
迄
、
役
戈
四
拾
人
程
、

足
軽
百
六
拾
人
有
之
旨
風
説
仕
候
得
共
、
全
者
隊
長
平
根
を
兼
而
両

人
、
物
頭
両
人
、
甲
士
拾
人
程
、
郡
奉
行
壱
人
、
代
官
壱
人
、
目
付
、

章
士
、
船
奉
行
等
兼
務
多
、
足
軽
六
拾
人
、
外
一
一
医
師
、
諸
職
人
、

小
者
、
厩
付
、
牢
番
等
迄
、
樋
数
四
百
幹
余
御
座
候
得
共
、
当
時
過

半
明
き
家
一
一
御
座
候
、
隊
長
林
又
吉
と
申
人
退
役
後
、
田
中
鉄
次
郎

と
申
人
、
観
音
崎
・
平
根
兼
務
一
一
御
座
候
、
足
軽
六
拾
人
之
外
、
差

配
与
力
と
申
者
御
座
候
、
是
ハ
足
軽
小
頭
躰
一
一
相
聞
申
侯
、
西
浦
賀

平
根
陣
屋
ハ
観
音
崎
が
通
ひ
動
之
躰
一
一
御
座
候
。

（
ね
）
・
川
越
藩
の
記
録
に
よ
る
と
文
政
四
年
四
月
十
三
日
、
加
藤
金
之
助

な
る
者
は
、
「
其
方
義
物
頭
被
仰
付
、
組
御
預
被
成
候
…
…
」
と
、
物

頭
と
し
て
相
州
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
同
年
六
月
十
日
に
、
「
右

者
役
介
女
相
州
御
小
屋
之
義
、
間
狭
一
一
茂
有
之
、
家
内
模
様
無
拠
差

支
之
義
も
有
之
一
一
付
、
何
卒
獅
之
間
、
安
元
一
家
共
之
内
江
差
残
度

旨
、
御
歎
二
被
任
候
段
…
。
：
但
無
拠
義
と
申
ハ
昇
平
義
も
年
頃
一
一
有

之
、
右
女
も
年
頃
一
一
候
処
、
問
狭
一
一
付
而
差
支
之
趣
也
」
と
あ
る
。

・
楽
翁
公
避
事
関
西
評
論
社
・
明
治
四
十
一
一
一
年
五
月
発
行
□
・
ヨ
ー
巴

に
よ
れ
る
と
、
白
河
藩
に
於
い
て
も
妻
子
を
同
伴
さ
せ
て
、
房
総
に

派
遣
し
た
。

一
五
三

Hosei University Repository



法
政
史
学
第
一
五
号

・
遊
房
総
記
（
房
総
叢
書
八
巻
、
▽
］
含
）
に
は
、
著
者
小
野
正
端
が

「
…
…
抑
四
十
七
年
前
の
文
化
八
年
に
は
予
甫
め
て
七
才
。
父
母
に

随
ひ
て
此
の
地
に
移
り
、
同
十
年
竹
岡
に
移
り
し
が
…
…
。
」
と
見
え

る
。

（
、
）
・
文
政
四
年
正
月
二
十
九
日
、
両
忍
の
者
の
報
告
の
茶
。

一
、
三
崎
御
陣
屋
詰
、
隊
長
壱
人
、
物
頭
壱
人
、
甲
士
五
・
六
人
、
足

軽
三
拾
人
、
外
役
戈
兼
務
之
由
二
御
座
候
。

（
、
）
。
（
妬
）
参
照
。

（
型
）
・
文
政
四
年
正
月
二
十
九
日
両
忍
の
者
の
報
告
の
条
。

一
、
軍
船
之
義
ハ
御
手
船
五
大
力
押
送
船
少
を
御
座
候
由
、
船
之
義
ハ

浜
村
村
方
一
一
付
、
村
方
之
船
自
由
一
一
御
遣
ひ
被
成
候
由
、
船
奉
行
横

山
数
馬
と
申
候
、
水
主
之
義
者
御
船
頭
と
唱
候
も
の
帯
刀
御
免
下
、

船
頭
と
唱
候
も
の
帯
刀
御
免
無
之
、
い
つ
連
も
村
方
之
も
の
江
被

仰
付
、
御
用
相
勤
侯
節
計
御
賄
被
下
、
平
日
者
御
扶
持
方
等
、
不
被
下

候
、
右
村
方
水
主
之
も
の
共
者
、
日
頃
魚
漁
渡
世
之
者
共
一
一
而
、
海

上
一
一
訓
、
江
戸
押
送
船
之
義
ハ
夏
向
一
一
も
相
成
候
得
者
、
渡
海
片
時

を
争
ひ
、
魚
類
之
価
高
下
有
之
義
一
一
付
、
舟
之
進
退
艫
鍼
之
自
在
を

得
、
御
用
一
一
可
相
立
者
共
一
一
御
座
候
、
先
達
而
異
国
船
漂
着
之
節
、

水
主
共
働
宜
由
風
聞
仕
候
、
鉄
砲
船
打
之
義
ハ
、
三
月
が
九
月
迄
、

隊
長
物
頭
夫
を
組
引
従
ひ
稽
古
御
座
候
由
、
尤
毎
月
一
度
シ
、
御
座

候
旨
。

。
（
妬
）
参
照

（
ｍ
）
・
三
浦
古
尋
録
巻
五
。

（
型
）
・
文
政
四
年
正
月
二
十
九
日
両
忍
の
者
の
報
告
の
条
。

｜
、
観
音
崎
出
張
之
役
ミ
大
津
浜
原
一
一
而
、
毎
月
壱
度
シ
、
、
隊
長

始
役
犬
罷
出
、
い
つ
連
茂
者
ん
て
ん
股
引
一
一
而
、
大
小
反
に
打
差
帯

し
、
軍
立
足
並
之
稽
古
御
座
侯
、
且
又
御
陣
屋
内
一
一
而
旗
手
・
弓
馬

・
鎗
釦
・
鉄
鮒
稽
古
御
座
侯
。

（
班
×
配
）
。
（
犯
）
参
照
。

（
刀
）
・
文
政
四
年
正
月
二
十
九
日
両
忍
の
者
の
報
告
の
条
・

一
、
非
常
之
節
者
へ
観
音
崎
御
陣
屋
が
触
当
次
第
、
浜
方
之
村
者
人
足

船
等
差
出
し
、
御
領
中
拾
五
才
か
六
拾
才
迄
、
御
陣
屋
江
駆
付
相
勤

侯
様
、
常
☆
申
付
有
之
由
。

一
、
三
崎
御
陣
屋
、
西
浦
之
海
付
村
方
在
方
、
右
同
断
申
付
御
座
候
由
○

但
、
駆
付
人
足
御
短
舟
賃
被
下
候
、
賃
銭
多
少
ハ
時
一
一
応
し
候
事
。

（
王
）
・
法
政
史
学
第
十
二
号
己
・
玉
１
ｓ
、
前
掲
。

（
”
）
・
文
政
四
年
正
月
二
十
九
日
両
忍
の
者
の
報
告
の
条
・

一
、
会
津
様
郷
村
御
取
扱
之
義
、
第
一
御
収
納
御
取
立
方
、
斗
升
一
一
入

竹
之
斗
が
ぎ
二
而
か
ぎ
落
し
、
右
之
斗
か
ぎ
一
一
而
升
を
三
度
敲
キ
、

米
減
り
候
得
者
足
シ
未
申
付
、
且
又
籾
摺
方
不
宜
候
得
者
、
郷
方
役

前
江
米
主
村
役
人
呼
出
シ
、
籾
摺
直
と
申
付
侯
旨
、
俵
数
多
分
之
節

者
、
妻
子
等
迄
も
罷
出
、
摺
直
候
茂
、
下
方
一
一
而
甚
難
渋
一
一
存
候
趣

二
御
座
候
、
先
規
無
之
大
豆
上
納
之
義
、
村
高
等
一
一
応
し
、
御
取
立

有
之
義
、
下
方
気
配
不
宜
旨
一
一
御
座
候
。

（
犯
）
・
五
人
組
帳
の
研
究
（
野
村
兼
太
郎
・
有
斐
閣
）
所
収
、
五
人
組
帳

資
料
Ｐ
局
、
。

（
別
）
・
文
政
四
年
正
月
二
十
九
日
両
忍
の
者
の
報
告
の
条
。

一
、
同
ひ
地
、
白
川
様
御
固
場
、
安
房
汐
上
総
之
境
ひ
や
く
し
と
云
俗
喝

申
候
、
文
字
ニ
ハ
百
首
と
認
申
候
、
安
房
洲
の
崎
等
御
陣
屋
同
所
高

一
五
四
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ミ
ニ
御
台
場
御
座
侯
、
い
つ
連
も
物
頭
、
侍
分
、
足
軽
都
而
三
・
四

拾
人
御
座
侯
旨
、
一
鉢
御
手
配
行
届
、
下
々
気
配
宜
、
多
分
所
之
も

の
江
御
扶
持
方
等
被
下
置
、
非
常
の
節
者
被
召
遣
候
積
一
一
被
仰
渡

有
之
候
旨
、
都
而
御
取
扱
会
津
様
と
運
ひ
、
物
毎
大
層
一
一
無
之
、
弁

理
方
一
之
工
夫
一
一
而
、
軍
馬
乗
船
之
調
練
不
怠
、
厳
重
之
事
一
一
御
座

候
由
風
聞
仕
候
。

（
羽
）
・
文
政
四
年
正
月
二
十
九
日
両
忍
の
者
の
報
告
の
条
・

一
、
御
年
貢
御
取
立
方
、
夏
成
六
月
、
秋
成
九
月
、
冬
成
十
一
月
十
日

皆
済
之
旨
御
座
候
、
会
津
様
御
領
分
、
鎌
倉
郡
三
浦
郡
二
而
、
米
方

壱
万
七
八
千
俵
、
金
方
畑
方
小
物
成
浜
運
上
と
も
三
千
両
余
二
も
可

有
之
哉
と
、
此
義
事
実
ハ
相
分
兼
候
得
共
、
風
聞
之
処
御
座
候
。

（
刃
）
・
日
本
経
済
叢
書
巻
一
、
ロ
・
回
田
所
収
民
間
省
要
「
…
…
私
領
の
年

貢
未
成
は
四
斗
入
、
四
斗
一
一
升
に
て
紬
来
る
有
る
と
い
へ
ど
…
…
。
」

（
汎
）
・
会
津
松
平
家
譜
で
．
］
ゴ
ー
ご
ｍ
・

（
巧
）
・
文
政
四
年
正
月
二
十
九
日
両
忍
の
者
の
報
告
の
条
・

一
、
軍
用
米
御
手
当
之
義
ハ
、
御
陣
屋
内
御
蔵
一
一
御
囲
米
御
座
候
由
。

（
光
）
・
文
政
四
年
正
月
二
十
九
日
両
忍
の
者
の
報
告
の
茶
。

｜
、
一
躰
御
法
度
烈
敷
、
公
事
出
入
吟
味
方
ハ
観
音
崎
御
陣
屋
、
郡
奉

行
石
沢
大
治
右
衛
門
と
申
人
掛
一
一
而
取
調
、
早
速
一
一
相
分
り
兼
候
事

ハ
会
津
表
汐
公
事
方
と
申
侯
役
を
出
張
、
役
所
茂
別
一
一
相
立
吟
味
御

座
侯
由
、
此
方
様
御
領
分
之
節
者
、
村
方
一
躰
穏
一
一
而
、
数
拾
年
之

内
二
死
刑
両
度
御
座
候
由
之
処
、
会
津
様
二
相
成
拾
ケ
年
余
一
一
而
死

刑
弐
拾
人
余
有
之
候
由
、
追
放
等
ハ
年
々
数
多
御
座
侯
由
、
入
墨
之

場
、
鼻
を
そ
ぎ
追
放
一
一
相
成
候
由
、
太
内
々
賄
路
之
扱
方
一
一
而
鼻
之

化
政
期
に
お
け
る
会
津
藩
の
江
戸
湾
防
備
（
高
橋
）

そ
ぎ
方
軽
重
御
座
侯
由
、
重
科
の
も
の
ハ
、
会
津
表
一
一
而
御
仕
置
御

座
侯
由
。

（
刃
）
・
日
本
行
刑
史
、
？
＄
滝
川
政
次
郎
。

・
法
制
史
の
研
究
、
ご
・
Ｓ
ゴ
ー
一
一
浦
周
行
。

（
犯
）
・
法
制
史
の
研
究
、
宮
①
巴
同
前
。

（
刃
）
・
日
本
行
刑
史
、
▽
＄
滝
川
政
次
郎
。

（
知
）
。
（
光
）
参
照
。

（
瓠
）
・
文
政
四
年
正
月
二
十
九
日
両
忍
の
者
の
報
告
の
条
・

一
、
観
音
崎
、
平
根
、
三
崎
定
在
之
面
々
、
質
素
第
一
二
而
御
座
候
由

一
躰
御
家
中
多
一
一
而
、
□
作
少
ぎ
う
へ
、
四
ヶ
一
と
申
割
合
一
一
而
、

百
俵
取
ハ
四
度
一
一
弐
拾
五
俵
も
相
渡
し
、
幕
弐
拾
五
俵
者
定
直
段
拾

両
二
付
六
拾
俵
替
之
相
場
二
御
座
侯
由
一
一
而
、
暮
之
方
難
渋
之
処
、

去
腫
十
月
か
扶
持
方
御
宛
行
一
一
相
成
、
御
番
所
動
之
外
ハ
諸
勤
不
致

当
正
月
杯
者
三
御
陣
屋
一
一
而
者
上
下
茂
着
用
不
仕
候
由
、
町
在
買
掛

払
方
等
遅
滞
致
、
下
念
迷
惑
一
一
而
気
配
不
宜
旨
一
一
御
座
侯
。

（
狸
）
・
近
世
地
方
史
研
究
入
門
、
己
．
］
巴
岩
波
全
書
。

（
⑨
）
。
（
側
）
参
照
。

（
饗
）
。
（
虹
）
参
照
。

（
お
）
・
楽
翁
公
伝
、
己
・
山
田
所
収
花
月
日
記
。
渋
沢
栄
一
。

（
妬
）
・
会
津
松
平
家
譜
、
己
．
」
ゴ
ー
］
田
。

（
釘
）
・
文
政
四
年
正
月
二
十
五
日
、
水
野
出
羽
守
、
大
久
保
加
賀
守
並
に
御

勘
定
奉
行
遠
山
左
衛
門
尉
に
差
出
し
た
領
地
替
に
つ
い
て
の
内
願

書
。

私
儀
浦
賀
最
寄
江
異
国
船
渡
来
之
節
者
、
浦
賀
奉
行
ｊ
申
越
次
第

一
五
五
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早
速
人
数
差
出
侯
様
可
仕
、
右
一
一
付
而
者
先
年
御
引
替
被
下
候
武

州
之
内
壱
万
五
千
百
石
之
処
、
相
州
之
内
一
一
而
村
替
被
仰
付
候

段
、
被
仰
渡
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
上
者
、
願
ケ
間
敷
義
申
上

候
茂
、
甚
以
奉
恐
入
侯
得
共
、
一
躰
私
領
分
形
合
者
、
養
曽
祖
父
大

和
守
幼
年
之
訳
を
以
幡
州
姫
路
が
上
州
前
橋
江
取
替
被
仰
付
、
暫

在
城
仕
候
処
、
城
後
利
根
川
水
当
強
、
追
灸
欠
崩
、
酒
井
雅
楽
頭
在

城
之
卿
が
櫓
六
ケ
所
迄
取
壊
、
本
丸
之
居
宅
茂
三
ノ
曲
輪
江
作
事
仕

侯
様
相
成
候
得
共
、
弥
以
欠
崩
、
何
分
居
城
難
相
成
、
御
見
分
之
上

当
川
越
江
城
地
拝
領
被
仰
付
候
処
、
川
越
表
之
義
者
秋
元
但
馬
守

領
地
之
節
と
連
ひ
、
城
付
高
少
く
御
引
渡
一
一
付
、
家
中
扶
助
一
一
茂
差

川
、
夫
役
茂
遣
足
り
不
申
一
一
付
、
無
拠
養
祖
父
大
和
守
奉
願
、
武
川

之
内
一
一
而
御
引
替
被
成
下
侯
、
然
ル
所
右
御
引
替
一
一
相
成
候
村
々
ハ
、

他
之
領
地
を
隔
、
三
・
四
里
、
八
・
九
里
、
或
十
四
。
五
里
之
適
法

を
相
離
、
飛
々
之
村
方
ゆ
へ
不
都
合
一
一
而
品
々
差
支
多
、
川
越
表
用

弁
不
宜
、
義
祖
父
大
和
守
兼
々
心
痛
罷
在
候
得
共
、
折
茂
無
御
座
黙

止
罷
在
候
義
一
一
御
座
侯
、
然
ル
所
先
年
養
父
大
和
守
代
、
相
州
領
分

上
知
被
仰
付
候
仙
、
前
を
申
上
候
通
之
形
合
故
、
相
州
領
分
御
引
替

之
御
沙
汰
一
一
茂
至
候
者
、
相
州
領
分
不
残
差
上
川
越
城
付
向
寄
一
一
而

代
替
被
下
置
候
様
仕
度
之
段
内
願
申
上
、
相
州
領
分
不
残
上
知
被

仰
付
》
川
越
城
付
向
寄
一
一
而
代
知
被
下
置
候
一
一
付
、
追
々
都
合
宜
相

成
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
所
此
度
浦
賀
最
寄
人
数
出
之
義
、
被

仰
付
候
一
一
付
而
者
、
先
年
御
引
替
被
下
候
武
州
之
内
壱
万
五
千
百

石
之
処
、
相
州
之
内
一
一
而
村
替
被
仰
付
候
趣
御
座
候
処
、
右
城
付
最

寄
一
一
而
御
引
替
被
下
候
場
処
、
養
父
大
和
守
内
願
之
上
御
引
替
被
下

法
政
史
学
第
一
五
号

漸
城
用
都
合
茂
宜
相
成
候
処
、
右
村
灸
と
御
引
替
相
成
可
申
哉
と
心

痛
仕
候
、
左
候
得
者
、
何
共
勝
手
儘
之
義
申
上
候
様
一
一
而
恐
入
侯
義

二
者
御
座
候
得
共
、
城
付
之
村
々
無
員
二
召
人
数
を
以
固
候
様
一
一
と

之
蒙
御
用
等
候
節
者
、
其
夫
役
申
触
候
一
一
茂
城
付
之
領
分
綴
一
一
而
、

他
領
を
打
越
、
又
々
領
分
付
方
有
之
、
急
一
一
申
継
等
も
何
分
間
一
一
合

不
申
、
此
等
之
越
ハ
武
備
之
一
不
足
一
一
茂
有
之
、
夫
而
己
な
ら
す
城

用
差
支
候
様
次
第
一
一
成
行
侯
得
者
、
自
と
相
当
之
高
役
茂
内
実
相
勤

兼
候
段
一
一
至
候
而
者
、
恐
入
候
義
一
一
付
、
何
分
格
別
之
御
評
議
を
以

養
父
大
和
守
内
願
之
上
御
引
替
相
成
候
村
を
之
義
者
共
儘
被
御
居
置

前
を
申
上
候
養
祖
父
大
和
守
代
御
引
替
相
成
候
別
紙
村
々
之
内
一
一
而

相
州
之
御
引
替
被
仰
付
被
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、
且
又
右
上
知
村

を
之
義
、
旧
領
之
義
一
一
御
座
候
間
、
可
相
成
候
ハ
ハ
直
預
所
一
一
被

仰
付
被
下
候
得
者
、
第
一
夫
役
遣
ひ
方
出
来
仕
、
右
躰
外
護
之
御
用

蒙
仰
候
規
模
茂
相
立
、
重
交
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
上
者
、
弥
以

出
精
仕
、
村
柄
迄
も
取
立
候
様
可
仕
侯
、
此
等
之
趣
何
分
一
一
茂
厚
御

含
被
成
下
度
、
此
殿
御
内
を
申
上
侯
。

以
上正
月
廿
三
日

御
名

別
紙
村
犬
は
略
す
。

（
佃
）
。
（
釘
）
参
照
。

（
⑲
）
。
（
妬
）
参
照
。

（
犯
）
・
通
航
一
覧
巻
八
、
Ｐ
今
ｓ
・

（
列
）
。
会
津
松
平
家
譜
、
ご
・
］
四
に
は
一
一
一
十
両
と
あ
る
。

・
川
越
藩
の
文
政
四
年
正
月
一
一
十
九
日
の
条
に
、
会
津
藩
が
時
服
三
十

一

五

六
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両
を
拝
領
し
た
こ
と
が
承
え
る
。

・
通
航
一
覧
巻
八
、
ロ
・
ざ
ぃ
に
は
二
十
両
と
歌
え
る
。

（
兜
）
・
会
津
松
平
家
譜
。

（
男
）
。
（
翅
）
参
照

（
列
）
・
川
越
藩
記
録
文
政
三
年
十
一
一
月
一
一
十
八
日
の
条
。

浦
賀
最
寄
江
異
国
船
渡
来
之
節
者
、
浦
賀
奉
行
汐
申
越
次
第
早
速
人

数
被
差
出
候
様
可
被
致
、
尤
大
久
保
加
賀
守
江
茂
同
様
相
達
候
。

一
、
右
一
一
付
而
者
、
先
年
引
替
被
下
候
武
州
之
内
壱
万
五
千
百
石
之
処
、

相
州
之
内
一
一
而
村
替
被
仰
付
候
、
委
細
之
義
者
御
勘
定
奉
行
、
浦

賀
奉
行
可
被
承
合
候
。

・
通
航
一
覧
巻
八
、
マ
ム
Ｂ
・

（
完
）
入
射
）
参
照
。

（
兄
）
。
（
釘
）
参
照
。

・
文
政
四
年
六
月
五
日
、
川
越
藩
士
松
野
伝
十
郎
が
水
野
出
羽
守
御
用

人
金
沢
八
郎
と
大
久
保
加
賀
守
御
用
人
松
本
三
郎
兵
衛
に
差
出
し
た

内
願
書
。

私
儀
、
浦
賀
最
寄
江
異
国
船
渡
来
之
節
人
数
出
被
仰
付
、
右
一
一
付

先
年
御
引
替
被
下
候
武
州
之
内
壱
万
五
千
百
石
之
処
、
相
州
之
内
一
一

而
村
替
被
仰
付
候
段
、
被
仰
渡
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
上

者
願
ケ
間
敷
義
申
上
候
茂
甚
以
奉
恐
入
候
得
共
、
最
初
内
願
申
上
候

通
り
之
領
分
形
合
故
、
先
年
養
父
大
和
守
内
願
之
上
御
引
替
相
成
候

村
を
之
義
ハ
其
儘
被
御
居
置
、
養
祖
父
大
和
守
代
御
引
替
相
成
候
村

ご
之
内
一
一
而
相
州
村
を
御
引
替
被
仰
付
被
下
候
様
仕
度
、
且
上
知

村
々
之
義
、
旧
領
之
義
一
一
茂
御
座
侯
間
、
直
御
預
所
被
仰
付
被
下

化
政
期
に
お
け
る
会
津
藩
の
江
戸
湾
防
備
（
高
橋
）

候
得
者
、
第
一
夫
役
遣
ひ
方
出
来
仕
、
右
躰
外
護
之
御
用
蒙
仰
候

規
模
茂
相
立
、
然
ル
上
者
弥
以
出
精
仕
、
村
柄
迄
茂
取
立
候
様
可
仕

之
段
内
願
申
上
候
処
、
願
之
通
先
年
養
父
大
和
守
内
願
之
上
御
引
替

相
成
候
村
ご
者
其
儘
御
居
置
被
下
、
護
祖
父
大
和
守
代
御
引
替
相
成

候
村
を
之
内
一
一
而
相
州
村
々
御
引
替
被
成
下
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、

且
上
知
村
々
之
儀
、
御
預
所
願
之
義
ハ
難
被
及
御
沙
汰
段
、
御
書
取

を
以
被
仰
渡
奉
長
侯
、
右
躰
村
を
御
引
替
之
義
、
願
通
被
仰
付

候
上
之
義
、
猶
又
願
ケ
間
敷
再
応
申
上
候
茂
、
重
々
奉
恐
入
候
得
共
、

右
御
用
豪
仰
候
一
一
付
而
者
、
幾
重
一
一
も
厚
手
当
仕
置
相
勤
申
度
奉

存
候
処
、
何
様
城
附
之
村
を
少
、
差
向
相
州
表
江
兼
而
御
届
申
上
置

候
通
之
人
数
差
出
候
上
、
迫
人
数
等
差
出
候
時
宜
一
天
至
り
侯
節
、

前
一
一
申
上
候
通
城
附
村
々
無
員
一
一
召
、
夫
役
遣
ひ
方
差
支
等
出
来
可

仕
哉
も
難
計
、
心
痛
仕
候
、
且
又
先
年
松
平
肥
後
守
、
松
平
越
中
守

御
用
場
被
仰
付
候
節
、
両
家
領
分
持
場
最
寄
一
一
而
村
々
御
引
替
被

下
、
上
知
村
々
之
分
御
預
所
被
仰
付
候
由
、
領
内
之
者
及
承
、
今

度
領
分
上
知
村
々
之
分
も
旧
来
之
領
分
故
、
此
後
預
支
配
度
挙
而
相

願
候
趣
茂
相
聞
、
右
之
次
第
一
一
付
、
此
上
御
預
所
被
仰
付
被
下
侯

マ
マ

得
者
、
領
内
一
同
人
気
気
引
一
処
、
自
励
之
為
二
も
相
成
、
夫
役
遣
ひ

方
之
弁
理
茂
出
来
仕
、
万
端
都
合
宜
、
且
者
右
躰
御
用
蒙
仰
規
模

も
相
立
、
重
々
難
有
仕
合
奉
存
候
、
申
上
候
茂
如
何
敷
御
座
候
得

共
、
外
御
預
所
江
者
、
口
米
・
永
被
下
候
由
、
左
様
之
義
一
一
も
候
得

者
、
右
ロ
米
・
永
者
請
取
不
申
上
納
仕
、
都
而
取
扱
之
義
者
何
連
一
一

茂
御
差
図
之
通
取
計
候
様
重
立
侯
、
家
来
共
江
申
付
此
上
弥
出
精
仕
、

村
柄
を
茂
取
立
候
様
可
仕
候
間
、
何
卒
上
知
村
戈
之
分
、
御
預
所
被

一
五
七
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（
ｑ
）
。
（
兄
）
参
照
。
預
地
を
有
す
る
藩
に
与
え
ら
れ
る
口
米
・
永
・
自
分

支
配
の
権
利
を
放
棄
し
て
も
な
お
預
地
と
し
て
お
き
た
い
と
言
う
の

で
は
、
預
地
に
よ
っ
て
防
備
の
負
担
が
補
な
え
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
し
、
か
く
ま
で
し
て
も
な
お
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
所
領
替
の
手
数
を

省
く
た
め
と
言
う
考
え
も
成
立
し
な
い
。
幕
府
に
負
担
軽
減
の
た
め

に
預
地
と
す
る
意
志
が
あ
る
な
ら
ば
、
所
領
替
の
手
数
な
ど
考
慮
す

る
こ
と
な
く
、
又
再
三
の
内
願
な
ど
を
経
ず
し
て
預
地
と
す
る
は
ず

（
印
）
。
（
釘
×
兄
）
参
照
。

・
滋
賀
県
史
巻
三
、
己
・
図
の
。

（
兎
）
・
法
政
史
学
第
十
一
号
所
収
「
徳
川
幕
府
の
預
地
に
つ
い
て
」

左
之
通
御
座
候
。
以
上

八
月
十
二
日

松
野
伝
十
即

御
預
所
内
願
之
趣
、
再
応
被
申
聞
候
得
共
難
被
及
御
沙
汰
侯
事
。

（
犯
）
・
千
葉
県
君
津
郡
誌
、
ご
・
①
ま
所
収
「
伊
勢
桑
名
松
平
家
譜
」
千
葉

仰
付
被
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、
再
応
申
上
候
義
、
童
を
奉
恐
入
侯

得
共
、
何
分
一
一
茂
御
思
慮
被
下
、
厚
御
評
義
被
下
候
様
仕
度
此
段
申

上
候
。
以
上

六
月
五
日

御
名

（
”
）
・
文
政
四
年
八
月
十
二
日
の
条
・

『
従
江
戸
御
用
状
到
来
、
左
之
趣
申
来
之
。

水
野
出
羽
守
殿
〃
御
内
席
江
御
呼
出
一
一
付
、
参
上
之
処
、
先
達
而
御

差
出
被
置
候
御
内
願
書
江
、
被
成
御
書
添
、
御
用
人
山
田
藤
助
を
以

県
君
津
教
育
会
。

被
御
渡
之
候
。

法
政
史
学
第
一
五
号

一
五
八

で
あ
る
。
海
防
に
伴
う
預
地
の
成
立
不
成
立
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

追
求
の
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
考
す
る
。

（
千
葉
県
市
川
市
立
中
山
小
学
校
勤
務
）
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